
Ｉ
広
島
県
と
の
か
か
わ
り
を
中
心
に
ｌ

呉
秀
三
先
生
は
一
八
六
五
年
三
月
一
四
日
（
元
治
二
年
二
月
一
七
日
）
に
、
江
戸
青
山
の
浅
野
家
下
屋
敷
に
う
ま
れ
た
。
父
君
呉
黄
石
は
広
島

藩
支
藩
の
浅
野
近
江
守
に
つ
か
え
る
蘭
方
医
で
、
母
セ
キ
は
箕
作
院
甫
の
娘
で
あ
っ
た
。
呉
黄
石
の
父
山
田
黄
石
は
、
呉
の
上
澤
田
屋
の
出
で

あ
る
。
・
長
州
藩
に
そ
な
え
て
支
藩
主
が
芸
州
高
田
郡
吉
田
村
に
帰
住
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
に
と
も
な
い
、
呉
黄
石
一
家
は
一
八
六
七
年
は
じ

め
に
吉
田
に
お
ち
つ
き
、
一
八
七
○
年
五
月
に
広
島
に
う
つ
っ
た
。
吉
田
村
は
も
と
も
と
、
毛
利
家
一
四
代
の
居
城
で
あ
っ
た
郡
山
城
の
城
下

町
で
あ
っ
た
。
先
生
が
吉
田
村
に
く
ら
し
た
の
は
、
二
歳
か
ら
五
歳
に
い
た
る
三
年
間
で
あ
る
が
、
こ
の
三
年
間
は
先
生
の
脳
裏
に
ふ
か
く
き

ざ
み
こ
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
。
先
生
は
自
分
の
書
斎
を
は
じ
め
郡
山
楼
と
名
づ
け
て
お
ら
れ
、
ま
た
『
文
学
評
論
し
が
ら
象
草
紙
』
第
五
号

（
一
八
九
○
年
）
に
の
せ
た
漢
文
は
、
毛
利
氏
に
よ
せ
る
思
い
を
の
べ
て
い
る
。
広
島
で
は
先
生
は
、
父
君
が
つ
い
た
恵
美
三
圭
の
孫
に
あ
た
る

恵
美
養
健
か
ら
養
子
と
な
る
こ
と
を
の
ぞ
ま
れ
た
。

一
家
は
一
八
七
二
年
二
月
に
上
京
。
一
八
七
九
年
二
一
月
に
先
生
は
東
京
大
学
医
学
部
予
科
に
入
学
、
一
八
九
○
年
（
明
治
二
三
年
）
二
月

に
帝
国
大
学
医
科
大
学
を
卒
業
し
た
。
そ
の
間
一
八
八
九
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
先
生
は
中
野
姓
を
名
の
っ
て
い
た
。
浅
野
長
勲
公
の
御
側
用

人
か
ら
浅
野
家
家
令
と
な
っ
て
い
た
中
野
静
衛
の
養
子
と
な
り
、
そ
の
娘
貞
と
結
婚
し
た
が
、
間
も
な
く
貞
が
死
亡
し
、
養
家
を
で
た
も
の
の

特
別
講
演

、

１
２
Ｊ
ｊ

そ
の
生
涯

呉
秀
三
先
生
に
ま
な
ぶ
も
の

ｌ
精
神
病
者
慈
善
救
治
会
の
こ
と
、
ほ
か
Ｉ

岡
田
靖
雄

145 （1）



よ
う
で
あ
る
。

あ
や
と
し

先
生
の
令
兄
文
聰
は
、
広
島
県
人
の
集
ま
り
が
あ
れ
ば
か
な
ら
ず
出
席
す
る
と
い
う
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
先
生
も
令
兄
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
同

県
人
と
の
交
際
に
熱
心
で
あ
っ
て
、
予
科
時
代
か
ら
広
島
県
書
生
会
や
県
友
会
に
で
て
い
る
。
同
郷
の
富
士
川
海
先
生
と
先
生
と
が
あ
い
し
っ

た
の
は
、
一
八
八
八
年
末
か
ら
翌
年
は
じ
め
の
こ
と
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
上
京
し
て
き
た
富
士
川
先
生
が
広
島
県
友
会
で
文
聰
に
あ
い
、
文

聰
か
ら
先
生
を
紹
介
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
出
会
い
が
わ
が
国
の
医
学
史
研
究
に
も
っ
て
い
る
意
義
は
、
あ
ら
た
め
て
強
調
す
る
ま
で
も
あ

る
ま
い
。
性
格
類
型
を
し
い
て
わ
け
れ
ば
富
士
川
先
生
は
分
裂
気
質
で
あ
ろ
う
し
、
呉
先
生
は
類
て
ん
か
ん
気
質
に
あ
た
る
。
と
も
に
き
わ
だ

っ
た
性
格
特
徴
を
有
す
る
こ
の
二
人
は
、
死
に
い
た
る
ま
で
か
わ
ら
ぬ
友
情
を
も
っ
て
、
お
お
き
な
共
同
の
仕
事
を
つ
づ
け
た
の
で
あ
る
。

は
じ
め

卒
業
後
先
生
は
、
榊
俶
教
授
の
精
神
病
学
教
室
に
は
い
っ
て
、
医
科
大
学
助
手
お
よ
び
東
京
府
巣
鴨
病
院
（
教
室
は
大
学
構
内
で
な
く
て
こ
こ

に
お
か
れ
て
い
た
）
医
員
と
な
っ
た
。
一
八
九
六
年
に
は
医
科
大
学
助
教
授
。

富
士
川
・
呉
両
先
生
を
中
心
と
す
る
芸
備
医
学
会
は
一
八
九
六
年
に
創
立
さ
れ
、
一
九
○
二
年
に
は
呉
先
生
は
そ
の
会
長
に
お
さ
れ
て
、
死

去
ま
で
会
長
を
つ
づ
け
た
。
芸
備
医
学
会
の
名
は
先
生
の
提
言
に
よ
る
。
会
誌
『
芸
備
医
事
』
に
は
、
精
神
病
学
、
医
学
史
に
つ
い
て
か
な
り

お
お
く
の
論
文
を
寄
稿
し
、
ほ
と
ん
ど
が
広
島
県
内
で
ひ
ら
か
れ
る
芸
備
医
学
会
総
会
に
も
都
合
が
つ
く
か
ぎ
り
出
席
し
た
。
ま
た
、
先
生
の

斡
旋
で
、
片
山
國
嘉
・
土
肥
慶
蔵
な
ど
医
科
大
学
教
授
や
ほ
か
の
精
神
病
医
が
総
会
や
東
京
部
会
な
ど
で
講
演
し
て
い
る
。

一
八
九
七
年
六
月
に
先
生
は
、
広
島
県
を
ふ
く
む
三
県
に
学
術
上
調
査
の
た
め
出
張
し
て
い
る
。
こ
れ
は
狐
瀝
き
研
究
の
た
め
で
あ
っ
た
ろ

う
が
、
そ
の
報
告
は
の
こ
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
『
芸
備
医
事
』
誌
上
広
告
を
通
じ
て
え
ら
れ
た
各
地
医
家
に
よ
る
見
聞
記
録
が
の
こ
つ

と
こ
ろ
で
、
先
生
の
師
榊
教
授
は
一
八
九
七
年
（
明
治
三
○
年
）
は
じ
め
に
、
食
道
が
ん
で
死
去
し
た
。
先
生
は
同
年
か
ら
一
九
○
一
年
と
オ

ー
ス
ト
リ
ー
、
ド
イ
ツ
に
留
学
し
、
オ
ー
ベ
ル
シ
タ
イ
ネ
ル
、
ク
レ
。
へ
リ
ン
、
’
一
ス
ル
に
つ
い
た
。
そ
し
て
ク
レ
・
へ
リ
ン
の
あ
た
ら
し
い
精
神

病
学
体
系
お
よ
び
ニ
ス
ル
染
色
法
を
日
本
に
も
ち
か
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
帰
国
し
て
、
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
東
京

一
八
十

寺
．
、
、
一

尹
勾
／
み
〃
う

て
い
る
。
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た
だ
す

門
下
の
精
神
病
医
で
広
島
県
出
身
で
あ
っ
た
の
は
、
杉
江
菫
、
大
成
潔
、
武
田
全
一
で
あ
る
。
杉
江
は
司
法
精
神
病
学
の
分
野
を
専
門
的
に

開
拓
し
は
じ
め
て
い
て
先
生
か
ら
も
期
待
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
二
三
年
に
（
お
そ
ら
く
四
○
歳
前
に
）
死
亡
し
た
。
大
成
は
ピ
ク
病
の
研
究
で

世
界
的
評
価
を
え
た
、
満
洲
医
科
大
学
教
授
と
な
る
。

医
学
史
に
つ
い
て
の
先
生
の
著
作
は
一
八
九
二
年
の
「
箕
作
紫
川
先
生
」
に
は
じ
ま
る
。
助
教
授
と
な
る
に
お
よ
び
医
学
史
に
つ
い
て
の
著

作
は
激
減
し
た
が
、
一
九
一
四
年
に
『
箕
作
院
甫
』
を
だ
し
て
か
ら
、
ま
た
筆
が
す
す
み
だ
し
た
。
著
作
面
か
ら
み
る
と
、
教
授
・
院
長
時
代

の
後
期
お
よ
び
退
官
後
は
も
っ
ぱ
ら
医
史
学
者
と
し
て
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
一
九
二
七
年
二
月
に
富
士
川
先
生
の
主
唱
に
よ
り
日
本
医

史
学
会
が
創
立
さ
れ
、
呉
先
生
は
死
去
ま
で
そ
の
理
事
長
を
つ
と
め
た
。
医
学
史
に
関
す
る
著
作
か
ら
広
島
県
に
関
係
す
る
も
の
を
ひ
ろ
う

と
、
吉
益
東
洞
伝
、
木
骨
考
（
富
士
川
と
共
著
）
、
恵
美
三
白
伝
、
星
野
良
悦
伝
、
伊
澤
蘭
軒
伝
、
土
生
玄
碩
伝
、
東
洞
全
集
、
日
高
凉
臺
伝
、

朝
川
黙
翁
伝
、
伊
澤
盤
安
伝
、
橋
本
宗
吉
伝
が
あ
る
。
主
著
の
一
つ
で
あ
る
『
東
洞
全
集
』
（
一
九
一
八
年
）
は
、
富
士
川
先
生
と
連
名
の
選
集

校
定
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
も
っ
ぱ
ら
呉
先
生
の
仕
事
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
富
士
川
先
生
が
の
べ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

呉
秀
三
先
生
は
シ
ー
ポ
ル
ト
伝
の
ド
イ
ツ
語
訳
中
に
、
一
九
三
二
年
（
昭
和
七
年
）
三
月
二
六
日
に
尿
毒
症
に
よ
り
死
去
さ
れ
た
、
六
七
歳
。

府
巣
鴨
病
院
医
長
（
当
時
医
長
制
で
、
三
年
後
よ
り
院
長
）
を
嘱
託
さ
れ
た
。
そ
し
て
一
九
二
五
年
（
大
正
一
四
年
）
の
定
年
に
い
た
る
。

精
神
病
学
者
と
し
て
の
先
生
の
主
要
な
業
績
と
し
て
は
、
ク
レ
・
へ
リ
ン
の
体
系
を
根
づ
か
せ
た
こ
と
、
日
本
神
経
学
会
お
よ
び
精
神
病
者
慈

善
救
治
会
の
設
立
、
巣
鴨
病
院
の
改
革
お
よ
び
松
沢
病
院
へ
の
移
転
、
私
宅
監
置
制
度
お
よ
び
精
神
病
者
監
護
法
の
徹
底
的
批
判
が
あ
る
。
大

学
構
内
あ
る
い
は
そ
の
付
近
に
充
分
な
施
設
を
も
っ
た
精
神
病
学
教
室
を
建
設
し
よ
う
と
の
努
力
は
、
不
充
分
な
成
果
し
か
あ
げ
ら
れ
な
か
つ

戸
一
Ｏ

我

二
、
「
精
神
病
者
私
宅
監
置
ノ
実
況
及
ピ
其
統
計
的
観
察
」
の
思
想

呉
先
生
の
最
高
の
業
績
は
、
樫
田
五
郎
と
の
共
著
で
あ
る
表
題
論
文
（
東
京
医
学
会
雑
誌
、
一
九
一
八
年
）
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
吉
岡
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真
二
の
呉
秀
三
先
生
没
後
満
五
○
年
記
念
報
告
「
私
宅
監
置
調
査
の
現
代
的
意
義
」
（
本
誌
第
二
八
巻
第
四
号
、
ま
た
『
呉
秀
三
先
生
没
後
五
○
年

３

記
念
会
誌
』
に
掲
載
）
が
詳
論
し
、
わ
た
し
も
く
り
か
え
し
論
じ
て
き
た
。
そ
こ
で
、
要
点
だ
け
の
べ
よ
う
。

精
神
病
者
を
私
宅
に
監
禁
す
る
こ
と
は
警
視
庁
布
達
な
ど
の
形
で
み
と
め
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
を
全
国
的
な
形
で
公
認
し
た
の
は
一
九
○

○
年
（
明
治
一
三
一
年
）
の
精
神
病
者
監
護
法
で
あ
る
。
精
神
科
病
床
の
発
達
が
き
わ
め
て
お
く
れ
て
い
た
戦
前
の
わ
が
国
で
は
、
私
宅
監
置
は

ま
さ
に
代
表
的
精
神
病
者
処
遇
法
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
一
九
五
○
年
の
精
神
衛
生
法
に
よ
り
一
年
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
ま
で
、

国
家
的
精
神
病
者
私
宅
監
置
制
度
は
五
一
年
間
つ
づ
い
た
の
で
あ
る
。
私
宅
監
置
に
は
治
療
的
な
面
ど
こ
ろ
か
衛
生
的
な
面
も
ほ
と
ん
ど
考
慮

さ
れ
ず
、
も
っ
ぱ
ら
保
安
的
な
面
か
ら
警
察
官
に
よ
り
監
督
さ
れ
て
い
た
。

巣
鴨
病
院
の
経
営
を
通
じ
て
精
神
病
者
監
護
法
の
問
題
点
を
感
じ
と
っ
た
先
生
が
、
一
九
一
○
年
か
ら
一
九
一
六
年
に
か
け
て
教
室
員
を
一

府
一
四
県
に
派
遣
し
て
、
各
地
の
私
宅
監
置
・
民
間
療
法
を
実
地
調
査
さ
せ
、
そ
の
結
果
を
樫
田
と
と
も
に
ま
と
め
た
の
が
こ
の
論
文
で
あ

る
。
私
宅
監
置
に
は
「
惟
リ
被
監
置
者
ノ
監
禁
ア
リ
テ
、
之
一
一
対
ス
ル
治
療
ナ
シ
」
と
先
生
は
断
じ
、
こ
の
制
度
を
み
と
め
て
い
る
精
神
病
者

監
護
法
の
根
本
的
改
正
（
実
質
的
廃
止
）
を
要
求
し
、
現
状
を
ゆ
る
し
て
い
る
国
家
お
よ
び
社
会
を
き
び
し
く
批
判
し
て
い
る
。
こ
の
論
文
の

山
場
を
な
す
の
は
、
「
全
国
凡
ソ
十
四
五
万
ノ
精
神
病
者
中
、
約
十
三
四
万
五
千
人
ノ
同
胞
〈
実
二
聖
代
医
学
ノ
恩
沢
一
一
潤
ハ
ズ
、
国
家
及
ビ

社
会
〈
之
ヲ
放
棄
シ
テ
弊
履
ノ
如
ク
毫
モ
之
ヲ
顧
ミ
ズ
ト
謂
フ
。
ヘ
シ
。
今
此
状
況
ヲ
以
テ
之
ヲ
欧
米
文
明
国
ノ
精
神
病
者
二
対
ス
ル
国
家
・
公

共
ノ
制
度
・
施
設
ノ
整
頓
・
完
備
セ
ル
ニ
比
ス
レ
ゞ
〈
、
実
二
霄
壌
月
鼈
ノ
縣
隔
相
異
卜
云
ハ
ザ
ル
ゞ
ヘ
ヵ
ラ
ズ
。
我
邦
十
何
万
ノ
精
神
病
者
〈
実

一
一
此
病
ヲ
受
ケ
タ
ル
ノ
不
幸
ノ
外
二
、
此
邦
二
生
レ
タ
ル
ノ
不
幸
ヲ
重
ヌ
ル
モ
ノ
ト
云
う
ベ
シ
。
精
神
病
者
ノ
救
済
・
保
護
〈
実
二
人
道
問
題

ニ
シ
テ
、
我
邦
目
下
ノ
急
務
卜
謂
ハ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
」
の
文
章
で
あ
る
。

当
時
と
精
神
科
医
療
の
現
象
形
態
は
す
こ
し
く
ち
が
っ
て
い
て
も
本
質
は
そ
の
ま
ま
そ
っ
く
り
で
あ
る
現
在
、
こ
の
文
章
は
わ
た
し
た
ち
の

胸
に
グ
サ
リ
つ
き
さ
さ
る
。
反
面
、
い
か
に
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
時
代
と
は
い
え
、
帝
国
大
学
教
授
の
も
の
と
し
て
は
こ
の
文
章
は
は
げ
し

す
ぎ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
は
じ
め
て
こ
れ
に
接
し
た
と
き
、
わ
た
し
は
呉
先
生
を
隠
れ
「
主
義
者
」
か
と
お
も
っ
た
。
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の
ち
に
先
生
は
、
一
九
二
三
年
に
摂
政
の
宮
を
狙
撃
し
た
難
波
大
助
の
精
神
鑑
定
に
あ
た
っ
た
。
体
制
側
は
難
波
が
精
神
病
者
で
あ
る
と
宣

伝
し
、
そ
う
期
待
し
た
。
だ
が
、
先
生
は
難
波
が
精
神
病
者
で
あ
る
こ
と
は
は
っ
き
り
否
定
し
た
（
こ
の
鑑
定
書
は
最
高
裁
判
所
に
保
存
さ
れ
て
い

る
ら
し
い
が
、
未
見
）
。
体
制
側
の
期
待
に
そ
わ
な
か
っ
た
こ
と
は
先
生
の
晩
年
に
あ
る
影
を
な
げ
か
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
世
間
に
さ
わ
が

れ
た
事
件
で
犯
人
の
病
状
が
微
妙
な
と
き
、
診
断
な
ど
を
ま
げ
た
精
神
鑑
定
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
を
、
わ
た
し
は
見
聞
し
て
き
た
。
先
生
は

愛
国
者
呉
秀
三
は
う
ち
に
は
げ
し
い
批
判
精
神
を
蔵
し
て
き
た
、
そ
の
批
判
精
神
は
幕
末
の
変
遷
を
い
き
ぬ
い
て
き
た
洋
学
の
家
に
つ
た
え

ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
激
し
さ
は
先
生
の
気
質
に
よ
る
、
と
い
う
の
が
、
現
在
の
わ
た
し
の
考
え
で
あ
る
。

文
は
、
一Ｊ

い
な
い
。

施
薬
給
療
の
勅
語
は
一
九
二
年
、
大
逆
事
件
に
ひ
き
つ
づ
い
て
だ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
論
文
の
終
わ
り
の
ほ
う
に
「
況
ャ
我
邦
ノ
現

状
ニ
ア
リ
テ
ハ
『
無
睾
ノ
窮
民
一
一
シ
テ
医
薬
ノ
給
セ
ラ
レ
ザ
ル
』
精
神
病
者
ノ
甚
多
キ
’
一
於
テ
ヲ
ャ
」
と
あ
る
。
こ
の
「
無
睾
」
云
云
の
引
用

文
は
、
施
薬
給
療
の
勅
語
中
の
文
章
で
あ
る
が
、
こ
の
勅
語
は
本
論
文
に
は
っ
き
り
し
た
形
で
だ
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
皇
室
の
恩
恵
も
で
て

ひ
た
す
ら
真
実
を
も
と
め
た
の
で
あ
る
。

先
生
の
門
下
の
齋
藤
玉
男
（
一
八
八
○
’
一
九
七
二
）
は
大
逆
事
件
と
の
関
連
を
う
た
が
わ
れ
た
こ
と
か
ら
先
生
の
逆
鱗
に
ふ
れ
、
そ
の
の
ち

４

か
な
り
な
が
く
先
生
に
軽
視
さ
れ
て
い
た
。
齋
藤
は
一
九
○
六
年
に
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
を
卒
業
し
た
が
、
一
九
一
三
年
の
茂
木
一
次

（
一
八
八
三
’
一
九
五
六
）
と
は
出
身
地
が
隣
接
し
て
い
て
交
際
が
あ
っ
た
。
そ
の
茂
木
は
、
大
逆
事
件
で
死
刑
に
な
っ
た
新
村
忠
雄
を
自
分
の

と
こ
ろ
へ
か
く
ま
っ
た
り
、
新
村
を
幸
徳
秋
水
の
と
こ
ろ
へ
つ
れ
て
い
っ
た
り
し
た
。
茂
木
は
と
う
ぜ
ん
取
り
調
べ
を
う
け
た
り
、
張
り
込
み

刑
事
を
つ
け
ら
れ
た
り
し
た
。
そ
れ
で
も
茂
木
は
医
科
大
学
を
卒
業
し
て
い
る
（
そ
う
、
お
く
れ
も
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
）
。
だ
が
、
う
け
い

５

れ
て
く
れ
る
教
授
が
い
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
、
す
ん
で
い
た
日
暮
里
で
開
業
し
た
。
こ
の
茂
木
の
こ
と
が
当
時
ど
の
程
度
に
さ
わ
が
れ
た
の

か
、
ま
だ
調
査
し
て
い
な
い
。
そ
の
人
と
交
際
が
あ
っ
た
か
ら
と
、
齋
藤
は
先
生
の
逆
鱗
に
ふ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
出
来
事
に
み
る
先
生

か
、
ま
だ
調
査
し
て
い
な
い
。
そ
の
人

は
、
あ
り
き
た
り
の
愛
国
者
で
あ
っ
た
。
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三
、
精
神
病
者
慈
善
救
治
会
の
こ
と

精
神
病
者
慈
善
救
治
会
は
先
生
の
主
唱
に
よ
っ
て
一
九
○
二
年
（
明
治
三
五
年
）
一
○
月
一
○
日
に
、
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
教
授
お
よ
び

民
間
著
名
医
の
夫
人
な
ら
び
に
慈
善
事
業
界
に
活
躍
し
て
い
た
夫
人
な
ど
三
○
名
余
り
を
発
起
人
に
し
て
創
立
さ
れ
た
。
そ
の
目
的
は
貧
困
精

神
病
患
者
お
よ
び
そ
の
家
族
の
救
援
、
精
神
衛
生
啓
蒙
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
発
起
人
の
夫
を
あ
げ
る
と
、
入
澤
達
吉
、
濱
田
玄
達
、
緒
方
正

規
、
岡
田
和
一
郎
、
大
澤
謙
二
、
大
澤
岳
太
郎
、
片
山
國
嘉
、
河
本
重
次
郎
、
金
杉
英
五
郎
、
高
木
兼
寛
、
丹
波
敬
三
、
長
井
長
義
、
中
濱
東

一
郎
、
呉
秀
三
、
山
川
健
次
郎
、
山
根
正
次
、
近
藤
次
繁
、
青
山
胤
通
、
佐
々
木
政
吉
、
榊
保
三
郎
、
北
里
柴
三
郎
、
宮
本
仲
、
三
宅
秀
、
三

浦
謹
之
助
、
千
家
尊
福
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
会
は
最
初
の
事
業
と
し
て
二
月
二
九
日
に
上
野
公
園
の
東
京
音
楽
学
校
で
資
金
募
集
の
た
め
の

慈
善
音
楽
会
を
ひ
ら
い
た
が
、
こ
の
と
き
出
演
し
た
な
か
に
は
、
わ
が
国
零
ハ
イ
オ
リ
ン
界
の
先
駆
者
で
あ
る
幸
田
幸
子
（
幸
田
露
伴
の
妹
、
の
ち

安
藤
幸
）
が
い
る
。
一
九
○
五
年
二
月
一
日
に
は
大
隈
重
信
夫
人
綾
子
を
会
長
に
い
た
だ
い
た
。

こ
の
会
が
先
生
に
よ
り
主
唱
さ
れ
る
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
の
公
立
精
神
病
院
に
婦
人
に
よ
る
外
郭
団
体
ヒ
ル
フ
ス
・
フ
ェ
ル
ア
イ
ン
が
あ

る
の
を
見
聞
し
て
き
た
こ
と
、
わ
が
国
に
婦
人
衛
生
会
が
あ
っ
て
先
生
も
そ
こ
で
講
演
し
た
こ
と
が
あ
る
。
東
京
府
養
育
院
で
一
八
八
六
年
に

養
育
院
慈
善
会
が
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
、
先
生
を
刺
激
し
た
ろ
う
。
ま
た
、
東
京
府
巣
鴨
病
院
で
は
、
公
費
患
者
が
暖
房
も
な
い
な
か
で

一
、
二
枚
の
衣
類
だ
け
で
冬
を
す
ご
し
て
い
て
府
の
予
算
増
が
の
ぞ
め
な
い
、
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
。

こ
の
会
の
組
織
に
あ
た
っ
て
は
、
榊
保
三
郎
（
俶
の
弟
）
、
岡
田
和
一
郎
、
岡
田
徳
子
（
俶
の
妹
で
、
和
一
郎
夫
人
）
の
力
も
お
お
き
か
っ
た
。

最
初
の
慈
善
音
楽
会
は
榊
保
三
郎
お
よ
び
岡
田
徳
子
が
組
織
し
た
も
の
で
あ
る
。
大
隈
綾
子
が
会
長
に
な
っ
た
の
は
、
岡
田
和
一
郎
が
大
隈
伯

に
相
談
し
た
結
果
で
あ
る
。
ま
た
岡
田
徳
子
は
創
立
以
来
一
貫
し
て
役
員
を
つ
と
め
、
こ
の
会
を
吸
収
し
て
で
き
る
精
神
厚
生
会
の
役
員
に
も

会
の
運
営
は
会
費
、
寄
付
、
助
成
金
お
よ
び
、
園
遊
会
・
能
楽
会
・
角
力
・
舞
踏
会
・
映
画
会
な
ど
の
慈
善
行
事
利
益
に
よ
っ
て
い
た
。
会

報
と
し
て
は
『
心
疾
者
の
救
護
』
が
一
九
○
三
年
一
二
月
二
○
日
か
ら
年
に
一
、
二
号
発
行
さ
れ
た
。
一
九
二
九
年
二
月
一
日
の
第
五
○
号

な
っ
て
い
る
。
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』

か
ら
『
救
治
会
を
報
』
と
改
題
、
一
九
四
一
年
一
○
月
六
日
発
行
の
第
六
○
号
に
い
た
る
（
た
だ
し
、
わ
た
し
が
象
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
一
九
二

一
年
の
第
三
五
号
か
ら
で
、
そ
れ
に
も
欠
号
が
あ
り
、
第
三
四
号
ま
で
の
所
在
は
し
ら
れ
て
い
な
し
。
初
期
の
事
業
は
、
患
者
慰
安
会
、
患
者
へ
の
慰
問

品
贈
与
、
精
神
科
病
院
へ
の
衣
類
・
遊
戯
用
品
・
作
業
用
品
寄
付
で
あ
る
。

一
九
二
一
年
五
月
六
日
か
ら
、
会
名
の
う
ち
「
慈
善
」
を
の
ぞ
い
た
が
、
こ
れ
は
こ
の
頃
か
ら
わ
が
国
で
慈
善
事
業
が
社
会
事
業
へ
脱
皮
し

て
い
っ
た
こ
と
に
一
致
す
る
。
一
九
二
七
年
四
月
二
七
日
に
は
、
会
の
名
称
を
救
治
会
と
し
、
そ
れ
ま
で
男
は
賛
助
員
だ
っ
た
の
を
会
員
と

し
、
理
事
長
制
と
し
た
。
婦
人
を
表
面
に
だ
し
た
活
動
で
は
た
り
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
顧
問
だ
っ
た
先
生
が
理
事
長
に
就
任
し

事
業
を
う
ち
だ
し
た
。

中
期
に
お
け
る
会
の
事
業
に
は
目
を
象
は
る
べ
き
も
の
が
あ
る
。
昭
憲
皇
太
后
葬
場
殿
の
一
部
を
下
付
さ
れ
て
東
京
帝
国
大
学
構
内
に
精
神

科
病
室
を
建
設
し
て
、
そ
れ
を
大
学
に
寄
付
し
た
。
一
九
一
六
年
五
月
一
二
日
に
挙
行
さ
れ
た
そ
の
落
成
式
に
は
大
隈
重
信
内
閣
総
理
大
臣
も

出
席
し
て
「
怖
る
べ
き
流
行
性
精
神
病
者
の
救
治
急
務
」
の
演
説
を
し
た
。
病
室
の
経
費
と
し
て
年
間
一
、
二
○
○
円
を
一
九
二
五
年
三
月
ま

で
会
か
ら
大
学
に
寄
付
し
、
ま
た
入
院
お
よ
び
外
来
で
施
療
患
者
を
あ
つ
か
う
こ
と
に
し
た
。
ま
た
大
震
災
に
つ
づ
い
て
、
府
立
松
沢
病
院
内

に
四
棟
の
バ
ラ
ッ
ク
を
建
設
し
て
臨
時
救
護
所
と
し
て
、
一
九
二
四
年
五
月
は
じ
め
か
ら
一
九
二
六
年
三
月
一
五
日
ま
で
、
主
と
し
て
軽
症
の

患
者
を
収
容
し
た
。
一
九
二
四
年
五
月
に
は
お
茶
の
水
に
精
神
病
者
相
談
所
を
開
設
、
一
九
二
六
年
三
月
一
五
日
か
ら
は
こ
の
な
か
に
治
療
部

を
開
設
し
て
、
先
生
が
池
田
隆
徳
と
と
も
に
無
料
外
来
診
療
に
あ
た
っ
た
（
一
九
二
九
年
六
月
に
い
た
る
）
。
お
茶
の
水
相
談
所
で
は
数
名
の
患
者

会
の
名
称
は
一
時
、
精
神
病
者
救
治
会
に
復
し
た
の
ち
、
一
九
三
一
年
五
月
一
○
日
か
ら
ま
た
救
治
会
と
な
っ
た
。
一
九
三
一
年
の
規
則
改

正
で
は
「
本
会
〈
不
遇
ナ
ル
精
神
病
者
ノ
治
療
、
保
護
、
慰
安
、
其
他
精
神
衛
生
二
関
ス
ル
社
会
事
業
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス
」
と
は
っ
き
り
社
会

尭
上
０

の
通
所
作
業
も
お
こ
な
っ
て
い
た
。

ま
た
、
今
日
い
う
社
会
復
帰
医
療
を
目
ざ
し
た
一
五
四
坪
の
救
治
会
収
容
所
が
落
成
し
た
が
、
病
院
と
し
て
は
不
備
で
あ
る
た
め
開
所
に
い
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と
こ
ろ
で
、
会
員
数
は
一
九
二
二
年
の
七
四
五
名
あ
た
り
を
最
高
に
、
と
く
に
先
生
の
定
年
退
官
後
は
激
減
し
た
よ
う
で
あ
る
。
先
生
は
救

治
会
の
仕
事
を
楽
し
象
に
し
て
お
ら
れ
た
が
、
独
立
し
た
形
で
は
会
を
維
持
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
、
先
生
は
一
九
二
九
年
六
月
二
五
日
の

総
会
で
理
事
長
を
辞
任
し
た
。
東
京
帝
国
大
学
教
授
・
松
沢
病
院
長
と
し
て
先
生
の
あ
と
を
つ
い
で
い
た
三
宅
鑛
一
が
理
事
長
に
就
任
し
た

（
そ
の
の
ち
内
村
祐
之
）
。
し
か
し
、
三
宅
の
力
は
一
九
三
一
年
に
発
足
し
た
日
本
精
神
衛
生
会
の
ほ
う
に
お
お
く
そ
そ
が
れ
た
。
松
沢
病
院
で
は

一
九
二
七
年
に
病
者
救
済
会
が
組
織
さ
れ
、
松
沢
病
院
の
患
者
慰
安
の
こ
と
は
病
者
救
済
会
が
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
お
こ
な
う
よ
う
に
な
っ
た
。

救
治
会
は
こ
れ
ら
の
の
ち
形
骸
化
し
て
い
た
の
で
あ
る
ま
い
か
。
事
業
対
象
は
東
京
府
を
こ
え
て
す
こ
し
ひ
ろ
が
っ
た
が
、
会
員
の
ほ
と
ん
ど

が
東
京
府
お
よ
び
近
県
の
人
で
あ
っ
た
。
一
九
四
一
年
五
月
の
会
員
名
簿
で
承
る
と
、
四
三
七
名
中
の
ほ
ぼ
五
分
の
一
が
松
沢
病
院
内
を
住
所

と
し
て
い
る
。
支
部
は
一
九
三
六
年
二
月
埼
玉
救
治
会
が
発
足
す
る
だ
け
に
と
ど
ま
っ
た
。

そ
し
て
一
九
四
三
年
三
月
二
日
、
救
治
会
（
内
村
理
事
長
）
。
日
本
精
神
衛
生
協
会
・
日
本
精
神
病
院
協
会
は
合
併
し
て
精
神
厚
生
会
と
な

っ
た
、
会
長
小
泉
親
彦
。
戦
後
に
精
神
衛
生
協
会
と
日
本
精
神
病
院
協
会
と
は
復
活
し
た
が
、
救
治
会
は
復
活
し
な
か
っ
た
。

け
つ
き
よ
く
、
救
治
会
が
よ
り
実
践
的
な
も
の
に
な
ろ
う
と
し
た
と
き
、
先
生
が
引
退
し
、
そ
の
あ
と
救
治
会
は
も
は
や
昔
時
の
力
を
も
ち

え
な
か
っ
た
、
と
ま
と
め
る
べ
き
だ
ろ
う
。

た
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
建
て
物
は
の
ち
に
精
神
薄
弱
児
施
設
と
な
っ
た
。

こ
の
ほ
か
救
治
会
の
事
業
と
し
て
は
、
講
演
会
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
発
行
、
公
費
が
許
可
に
な
る
ま
で
の
無
料
収
容
事
業
、
松
沢
病
院
で
の
印

刷
事
業
、
退
院
患
者
へ
の
帰
郷
旅
費
支
給
、
看
護
人
・
看
護
婦
表
彰
な
ど
を
お
こ
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
、
聖
路
加
国
際
メ
ヂ
カ
ル
・
セ

ン
タ
ー
内
に
共
同
で
精
神
衛
生
相
談
所
を
開
設
す
る
、
社
会
看
護
婦
を
嘱
託
す
る
、
な
ど
の
方
針
が
た
て
ら
れ
た
が
、
実
現
に
は
い
た
ら
な
か

っ
た
。
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無
視
し
て
き
た
精
神
科
医
た
ち
。

精
神
科
関
係
者
は
実
行
力
よ
り
は
批
判
力
に
す
ぐ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
呉
先
生
に
つ
い
て
も
、
外
国
な
み
に
精
神
科
の
病
院
が
ほ
し
い
と

い
っ
た
だ
け
じ
ゃ
な
い
か
、
保
安
処
分
の
基
礎
に
あ
る
学
説
を
導
入
し
た
、
救
治
会
な
ど
慈
善
団
体
に
す
ぎ
な
い
、
な
ど
な
ど
、
手
き
び
し
い

批
判
も
き
か
れ
る
。
そ
し
て
、
「
精
神
病
者
私
宅
監
置
ノ
実
況
及
ビ
其
統
計
的
観
察
」
を
わ
す
れ
、
そ
れ
が
再
発
掘
さ
れ
た
の
ち
も
ほ
と
ん
ど

人
の
評
価
は
、
か
れ
が
お
か
れ
て
い
た
具
体
的
歴
史
的
情
況
の
な
か
で
な
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
救
治
会
に
し
て
も
、
精
神
疾
患
患
者

の
た
め
の
社
会
事
業
団
体
と
し
て
の
面
は
戦
後
に
ひ
き
つ
ぐ
も
の
が
な
い
の
で
あ
る
。

・
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
人
を
う
桑
だ
し
た
も
の
が
な
ん
で
あ
っ
た
か
。
こ
の
点
は
さ
ら
に
追
究
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

広
島
の
方
が
た
の
先
哲
追
薦
の
志
に
ふ
か
い
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
講
演
の
機
会
を
お
あ
た
え
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
お
礼
を
も
う
し
あ
げ
る
。

（
精
神
科
医
療
史
研
究
会
・
東
京
）

４
、
松
下
正
明
斎
藤
玉
男
。
臨
床
精
神
医
学
、
第
一
○
巻
第
六
号
、
一
九
八
一
年
。

５
、
茂
木
一
次
大
逆
事
件
の
リ
ー
ダ
ー
ｌ
新
村
と
幸
徳
と
私
ｌ
、
金
園
社
・
東
京
、
一
九
五
六
。

文
献
（
精
神
病
者
慈
善
救
治
会
に
つ
い
て
は
稿
を
あ
ら
た
め
て
詳
論
し
た
い
の
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
文
献
は
は
ぶ
く
）

１
、
岡
田
靖
雄
呉
秀
三
そ
の
生
涯
と
業
績
、
思
文
閣
出
版
・
京
都
、
一
九
八
二
。

２
、
岡
田
靖
雄
呉
秀
三
先
生
の
生
涯
と
業
績
、
日
本
医
史
学
雑
誌
、
第
二
八
巻
第
四
号
、
一
九
八
二
。

３
、
岡
田
靖
雄
小
峯
和
茂
・
吉
岡
真
二
論
文
「
精
神
病
者
私
宅
監
置
ノ
実
況
及
ビ
其
統
計
的
観
察
」
の
成
立
事
情
、
臨
床
精
神
医
学
、
第
一
三
巻
第

四
、
呉
先
生
に
た
い
す
る
評
価

一
一
号
、
一
九
八
四
。
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